
 

 
ICT を活用した評価システムから見る高大接続改革とは 

～「e ポートフォリオ」をそれぞれの立場でどのように活用するか～ 

年度から“学力の 要素を多面的・総合的に評価する”大学入試へと変革する
中で、 ポートフォリオの導入は「高大接続改革」における一連の取り組みの一つとし
て位置付けられています。
今回のフォーラムでは、高校、大学での ポートフォリオの活用事例について紹介し、
それぞれの立場での有効かつ実践的な活用方法について共に考えます。

参加

無料

年 月 日（土） ： ：

大阪市立大学 文化交流センター ホール

名（先着順・事前予約制 ※席に余裕がある場合は、当日受付も可能です。）

（大阪市北区梅田 大阪駅前第 ビル 階）

最寄駅： 各線「大阪駅」、「北新地駅」私鉄、大阪メトロ各線「梅田」、

「西梅田」、「東梅田」

文部科学省大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野）

～高校生の主体的学びとその見える化を促進する の活用について～

尾木 義久 氏（関西学院大学 アドミッションオフィサー、高大接続センター次長、学長特命）

３つの資質・能力（学力の三要素）を多面的・総合的に評価することが大学に求められ
ている。特に「学びに向かう力・人間性」をどう評価するのかは課題である。
そのような中、ポートフォリオの活用が注目されている。
高校にとっては、
新たな学習指導要領の下で、生徒の主体的な学びを促進するツールとして。
主体的・対話的で深い学びや、探究の取り組みを支援するツールとして。
高等学校の学びの成果を可視化し、カリキュラムマネジメントのためのツールとして。
蓄積されたデータを活用して、大学の出願書類を作成するためのツールとして。
大学にとっては、

入学者選抜において、学びに向かう力を見出すためのツールとして。
大学が に基づいた選抜ができているかどうか評価するためのツールとして。
高大接続ポータルサイト に大きな期待が寄せられている。
高等学校や大学の現場から寄せられた声をもとに、活用の在り方について紹介する。

基調講演

「高大接続改革」に と連携した ポートフォリオを活かす

田邊 則彦 氏（清教学園中・高等学校 特任教諭）

実践報告

大阪府立大学における ポートフォリオの活用について

高橋 哲也 氏
（公立大学法人大阪府立大学 副学長（教育・入試）・高等教育推進機構長 教授）
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平成 年度 高大連携フォーラム 当日プログラム（予定）

年 月 日（水）

下記リンク先のフォームからお申し込みください

＊大学コンソーシアム大阪からの返信メールが届いた時点で
申込完了となります。
＊入場整理券は発行いたしませんので、当日はそのままお越しください。

大学コンソーシアム大阪 事務局
〒 大阪市北区梅田 大阪駅前第 ビル 階

（平日 ： ： ）
★ ★を＠に変更してください。

申込について

申 込 締 切

申 込 方 法

問 合 先

主催：特定非営利活動法人大学コンソーシアム大阪

後援： 大阪府教育委員会・大阪市教育委員会

時間 内容

13：30　～ 　受付開始

14：00　～　14：05
　■開会挨拶
　　北尾　悟　氏（大学コンソーシアム大阪　高大連携部会長・大阪樟蔭女子大学　学長）

14：05　～　15：05

　■基調講演　文部科学省大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野）

　～高校生の主体的学びとその見える化を促進するJAPAN e-Portfolioの活用について～

　　尾木　義久　氏（関西学院大学　アドミッションオフィサー、高大接続センター次長、学長特命）

15：05　～　15：35
　■実践報告①　「高大接続改革」にLMSと連携したeポートフォリオを活かす

　　田邊　則彦　氏（清教学園中・高等学校　特任教諭）

15：35　～　16：05
　■実践報告②　大阪府立大学におけるeポートフォリオの活用について

　　高橋　哲也　氏（公立大学法人大阪府立大学　副学長（教育・入試）・高等教育推進機構長　教授）

16：05　～　16：15 　休憩　（質問シート記入・回収）

16：15　～　17：00

　■パネルディスカッション　「ICTの活用に基づく高大接続改革への期待と課題」
　　パネリスト：尾木　義久　氏（上掲）

　　　　　　　　　田邊　則彦　氏（上掲）

　　　　　　　　　高橋　哲也　氏（上掲）

　　ファシリテーター：
　　　大澤　茂男　氏（大学コンソーシアム大阪　高大連携部会幹事会　幹事・大阪青山大学　副学長・
　　　　　　　　　　　　　　　健康科学部　教授）


